

































































Based on“Picture Letters from Commander
 
in Chief”by Tadamichi Kuribayashi.Edited
 







A story of the supreme commander and a private



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2009年８月 文春文庫(単行本 2006年 文藝春秋)
・梯久美子『散るぞ悲しき 硫黄島総指揮官・栗林忠道』 2008
年８月 新潮文庫(単行本 2005年７月 新潮社)
・梯久美子『硫黄島 栗林中将の最後』2010年 文春文庫















・ James Bradley with Ron Powers：Flags of our
 
fathers. Bantam movie tie-in mass market edition/
September 2006
・NHKスペシャル「硫黄島玉砕戦～生還者61年目の証言」(2006
年８月７日放送)
【使用したDVD】
クリント・イーストウッド監督『硫黄島からの手紙』特別版 ワ
ーナー・ホーム・ビデオ 2007年
《注》
１）使用したDVDのメイキングより。
２）戦闘犠牲者とは、戦死者と戦傷者の両方を含む。アメリカ軍
の戦死者は約6,000人である。
３）ブラッドリー、405-406頁。
４）武市、32頁
５）使用したDVDのメイキングより。
６）栗林の硫黄島への任官は1944年６月だが、米軍の上陸は
1945年２月19日である。そして、栗林が最期の総攻撃を前に
して、大本営に訣別電報を送ったのは３月17日であり、実際
に総攻撃をおこなったのは３月26日であると言われている。
しかしこの映画には、「1944年」のキャプションが出た後に
は、時間の経過を示すキャプションがない。５日間で陥落す
ると言われた硫黄島を、36日間も持ちこたえさせたことが、
観客に伝わらないのは、過酷な持久戦であったことを、表現
するためには致命的である。それにもかかわらず、時間経過
を示さないのは、意図的であると判断される。
７）「お勝手の下から吹き上げる風を防ぐ措置」については、栗
林の人柄を偲ばせるエピソードとして、有名であり、R.F.
ニューカム(1966年)も引用(71頁)している。
８）注の12）を参照。
９）硫黄島では沖縄と異なり、民間人の犠牲がなかったことを
意味する。実際には、軍に必要な男たちは残された。
10）『闘魂 硫黄島』(1965年)に、著者である堀江芳孝(当時は
派遣参謀)は、硫黄島を沈めることを栗林に進言したと書か
クリント・イーストウッドの『硫黄島からの手紙』
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いている。このシーンでの、西の発言はすべて堀江の著書に
認められる。
11）日本軍は米軍との戦闘において、水際作戦に失敗し、万歳突
撃と呼ばれる総攻撃を敢行し、散華していったのである。そ
れは日本軍の指揮官たちからすれば、潔い死に様であった
ろうが、待ち構える米軍にとってみれば、銃弾の餌食が飛び
こんでくることであり、万歳突撃は、自軍の犠牲者を最小限
に抑える、いわば歓迎すべき攻撃だったのである。
だから、栗林は水際作戦を変更して、兵士たちを後退配備し
て、もぐらのように地下壕に籠もらせ、出血持久戦に持ちこ
むのであった。それは潔い戦いとは言い難いものであった。
しかし、圧倒的な物量を有する米軍との戦闘を一日でも長
く引き延ばすためには、それしかなかったのである。
硫黄島の戦闘について書かれた多くの書籍が、栗林の戦闘
方針に関して、上述のように説明している。そして、それを
理解したうえで、米軍との戦いを目前にして、全軍に訓令す
る、この場面の栗林について、傍点付きで強調して、例え
ば、以下のように注釈することもできるだろう。
「およそ不可能と思われることを命
・
じ
・
ざ
・
る
・
を
・
得
・
ず
・
」、「潔い
死を選んではならないと、心
・
を
・
鬼
・
に
・
し
・
て
・
号令する」、「生きて
日本へ帰れる希望はない兵士たちにとって、それでも生き
延びて戦えと命令することの理不尽さを栗林は自
・
覚
・
し
・
て
・
い
・
る
・
」、「死ぬことしかないのに、それを理
・
解
・
し
・
た
・
上
・
で
・
、訓令す
る栗林の胸中」。
しかし、このように注釈してしまうと、栗林に対して、あま
りにも好意的な理解を示すことになってしまうのではない
か、と危惧される。
12）太郎への手紙に、「さみしい」という形容詞が二度登場す
る。これは『「玉砕総司令官」の絵手紙』の原文にはない表
現であり、脚本によって、意図的に付加された言葉であるこ
とは明らかである。兵士たちに一人十殺を命じた総指揮官
が、「さみしい」と繰り返して言う。それによって、栗林の
人間像の陰影が深められるが、その適否については問題と
しなければならない。
13）「どうでもいい」とは、乱暴な言い方である。硫黄島で配備
についているうちに、この島を死守することが持つ極めて
重要な意味を、西郷も理解していったはずである。しかし、
それが彼の口をついて出ることはない。
14）『キネマ旬報』の2006年度・外国映画のベストテン第１位
も、クリント・イーストウッドの『父親たちの星条旗』であ
る。
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